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情報セキュリティ対策検討WGについて(案)















　　

情報公開課文書管理G


行政文書の適正管理





庁舎管理課


情報セキュリティの観点から設備・施設の整備





ＩＴ推進課


行政文書


電子データの


適正管理





情報公開課情報公開G


個人情報の適正管理





７月目途：


情報整理





８月：


素案作成





９月：


作成修了





■　総合的な情報セキュリティ対策の目的


　





■　具体の対策及びスケジュール






































■　検討体制


　　情報公開課・IT推進課・庁舎管理課の関係G課長補佐によるWG





①すべての行政文書を対象とした全庁統一の情報セキュリティマニュアル等の制定





　　　





②セキュリティに関する職員向けe-ラーニングソフトの開発・提供


　








③総合的な情報セキュリティ研修の実施














　○　保管している情報の種類に応じて関係所属がそれぞれ基準を制定している。　　


　　例　電子情報：「大阪府の情報セキュリティに関する基準」


　　　　行政文書情報：「行政文書管理規定」「行政文書管理システム管理運用要領」


　　　　個人情報：「個人情報適正管理のポイント」　など


○　情報の管理が職員個人まかせになっている場合がある


○　職員に情報セキュリティに関する認識が不足


○　管理者に情報セキュリティに関する事務管理能力が不足


○　鍵付きロッカーなど情報の保管設備の不足


　○　執務室の環境整備・管理が情報セキュリティの観点から徹底されていない。





A個人情報保護に関する庁内WEBの立ち上げ（情報流出事例等の紹介）


　【７月：準備　⇒　8月：立ち上げ・順次コンテンツ掲載】


B－１　文書クリアファイル作戦における紙文書の書棚への適正管理の徹底【8月：実施予定】


B―2　行政文書管理システムを活用した電子文書の適正管理の徹底


　　　　　※「府民との情報共有化モデル事業」との調整・実施


C　IT関連システム（docファイル、職員端末含む）の業務利用時における電子文書の適正管理の徹底


D　情報セキュリティを念頭においた設備・施設のチェック・改善


　　　　　※中長期的課題





その主たる原因





1２月：


職員へ


提供





１１月：


素案作成　





８月：


開発作業


開始　





①事故防止に向け緊急に個人情報流出防止体制を強化する必要があることは当然であり、


さらに、


②府の総合的な情報セキュリティ対策をすすめるためには、文書管理業務と情報公開業務だけでなく、ITシステム管理を行うIT推進課と庁舎管理を行う庁舎管理課との連携が必要であり、


③そこで、今回のセキュリティ対策の目的は、個々の職員が日常的に取り扱っている個人情報等の適正な管理を図る。





◆セキュリティの対象となる情報


職員の意志に反して、行政情報が流出したり、紛失したりすることを防ぐ必要がある情報





■　現状


　　H19年度12件、H20年度7件、さらに今年度は2件と、府庁において、


府民の個人情報流出事件が継続して発生





１０月：


素案作成　





２月：


修了状況


調査実施





１１月～：


順次実施





９月：


研修計画


作成開始








